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議会を傍聴しましょう
　本会議は議場で、常任委員会（総務委員会、文教福
祉委員会、経済市民委員会、建設水道委員会）は委員
会室で行われ、開会は、午前10時からの予定です。
　なお、日程、時間等は変更になることがあります。

次回定例会日程表（予定）
土金木水火月日
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●第４回定例会が開かれました
●平成27年度伊勢崎市一般会計歳入歳出決算認定
　についてなど35議案が可決されました
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第４回定例会 定例会の概要　…………
主な議案の概要　………
一般質問　………………
決算特別委員会審査　…
常任委員会審査　………
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９月２日～９月30日

　
本
市
議
会
は
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

お
り
、
平
成
28
年
９
月
定
例
会
か
ら
、
本
会

議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
り
、

生
中
継
の
ほ
か
、
録
画
配
信
で
本
会
議
の
様

子
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
を
は
じ
め
ま
し
た
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一 般 質 問

補助金により設置された備品

主
な
議
案
の
概
要

■
９
月
２
日

　
本
会
議
が
開
か
れ
、
第
４
回
定
例
会
の
会

期
を
９
月
30
日
ま
で
の
29
日
間
と
決
め
、
会

議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
27
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
な
ど
13
件
の

決
算
議
案
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
提
案
理
由

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
９
月
７
日

　
本
会
議
が
開
か
れ
、
13
件
の
決
算
議
案
に

つ
い
て
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
現
年
度
及

び
決
算
当
該
年
度
の
議
長
、
副
議
長
及
び
監

査
委
員
を
除
く
議
員
23
人
の
委
員
で
構
成
す

る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
し
ま

し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
、
決
算
特
別
委
員
会
が
開

か
れ
、
委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
互
選
を
行

い
、
委
員
長
に
田
島
勉
委
員
、
副
委
員
長
に

新
井
智
委
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

■
９
月
８
・
９
日

　
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
13
人
の
議
員
が
質

問
し
、
市
長
や
教
育
長
、
所
管
の
部
長
な
ど

か
ら
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

■
９
月
13
・
14
日

　
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
13
議
案
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
９
月
16
日

　
本
会
議
が
開
か
れ
、
伊
勢
崎
市
議
会
議
員

及
び
伊
勢
崎
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
な
ど
18
議
案

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
り
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
所
管
の
各
常

任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

■
９
月
20
日

　
総
務
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ
た
４

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
し
た
後
、
所
管
事
務

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
９
月
21
日

　
文
教
福
祉
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
し
た
後
、
所
管

事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
９
月
23
日

　
経
済
市
民
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
４
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
し
た
後
、
所
管

事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
９
月
26
日

　
建
設
水
道
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
し
た
後
、
所
管

事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
９
月
30
日

　
本
会
議
が
開
か
れ
、
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
13
議
案
に
つ
い
て
委
員
長
か
ら

報
告
が
あ
り
、
討
論
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決

の
結
果
、
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
、
付
託
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
１
議
案
を
審
議
し
、
異
議
な
い
も
の

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
議
員
提
出
議
案
、
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
案
な
ど
２
件

を
議
題
と
し
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
出
身
者
の

戸
籍
表
記
是
正
を
求
め
る
意
見
書
案
を
審
議

し
、
討
論
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

伊
勢
崎
市
議
会
議
員
及
び
伊
勢
崎
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等

の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
準
じ
、

伊
勢
崎
市
議
会
議
員
及
び
伊
勢
崎
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
に
関
し
、
選
挙
運
動

用
自
動
車
の
使
用
及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ

ー
等
の
作
成
の
公
営
に
要
す
る
経
費
に
係
る

限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
伴
い
、
改
正

の
必
要
を
認
め
た
も
の
で
す
。

伊
勢
崎
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証
明
書
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
証
明
書
の
交

付
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
に
伴
い
改

正
の
必
要
を
認
め
た
も
の
で
、
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
証
明
交
付
手
数

料
を
、
窓
口
交
付
の
場
合
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
１

０
０
円
減
額
す
る
も
の
で
す
。

伊
勢
崎
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証
明
書
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
申
請
の
手
続
を
定
め
る
こ
と

及
び
印
鑑
登
録
事
務
の
見
直
し
に
伴
い
改
正

の
必
要
を
認
め
、
あ
わ
せ
て
条
文
の
整
備
を

図
る
も
の
で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
で
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
窓
口
に
お
い
て
も
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
提
示
に
よ
り
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
を
可
能
に
す
る
等
、
印
鑑
登

録
事
務
の
見
直
し
を
図
る
も
の
で
す
。

伊
勢
崎
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
小
学
校
入
学
準

備
金
条
例
案

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
お
け
る
小
学
校
入
学

予
定
児
童
の
入
学
準
備
に
対
す
る
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学
校
入
学
準

備
金
と
し
て
対
象
児
童
１
人
当
た
り
２
万
５

０
０
０
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

伊
勢
崎
市
障
害
者
セ
ン
タ
ー
条
例
案

　
障
害
者
及
び
障
害
児
の
活
動
及
び
交
流
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
者
等
の
自
立

及
び
社
会
参
加
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
を

実
施
し
、
も
っ
て
障
害
者
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
伊
勢
崎
市
障

害
者
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、

制
定
の
必
要
を
認
め
た
も
の
で
、
障
害
者
及

び
関
係
団
体
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
施
設
の

貸
し
出
し
や
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
相
談

支
援
業
務
の
拠
点
と
し
て
、
各
種
相
談
支
援

業
務
の
ほ
か
、
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者

差
別
解
消
な
ど
の
業
務
に
総
合
的
に
対
応
す

る
も
の
で
す
。

野 田 文 雄
伊勢崎クラブ

質
　
問
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
は
、

地
域
住
民
の
連
帯
感
を
促
進
し
、
町
内
の
き

ず
な
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
し
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
費
用

対
効
果
を
考
え
る
と
き
、
市
長
が
市
民
第
一

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

　
私
も
、
こ
の
一
年
間
、
町
内
の
役
員
の
方

々
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
の
継
続

の
申
し
入
れ
を
お
受
け
し
て
き
ま
し
た
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
事
業
で
あ
れ
ば
、

継
続
実
施
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
効
果
、
地

域
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
弁
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
環
境
を
整
備
し
、

地
域
の
連
帯
感
や
住
民
相
互
の
き
ず
な
を
強

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ

せ
る
趣
旨
の
も
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

根
幹
と
な
る
各
種
備
品
の
購
入
や
活
動
拠
点

と
な
る
集
会
施
設
の
改
修
な
ど
、
各
行
政
区

に
30
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
事
業
で
す
。

　
区
長
か
ら
、
町
内
活
動
の
充
実
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
意
識
の
高
揚
が
図
れ
た
、
集
会
施
設

の
改
修
に
よ
り
地
域
住
民
の
利
便
性
が
向
上

し
た
、
お
祭
り
備
品
の
整
備
が
図
ら
れ
地
域

住
民
の
交
流
が
深
ま
っ
た
な
ど
、
地
域
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
な
非
常
に
有
効
な
補
助
金

で
あ
る
と
の
御
意
見
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
行
政
区
か
ら
、
必
要
な
整
備
が

ま
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
現
状
も
あ
り
、
今

後
も
本
補
助
金
を
有
効
活
用
し
て
地
域
活
動

を
推
進
し
た
い
と
い
う
継
続
の
要
望
と
期
待

の
声
を
数
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
か
ら
の
御
要
望
に
お
答
え

す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
十
分

に
検
証
し
、
伊
勢
崎
市
補
助
金
等
検
討
委
員

会
の
答
申
も
踏
ま
え
て
、
現
在
の
状
況
に
大

き
な
変
動
が
な
い
限
り
、
来
年
度
も
事
業
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
設

置
に
つ
い
て

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い
て

●
新
伊
勢
崎
駅
通
線
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

計
画
に
つ
い
て

質  

問
答  

弁 地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
に
つ
い
て

定 方 英 一
伊勢崎クラブ

顔写真の無料撮影サービス

質
　
問
　
本
市
で
は
、
10
月
11
日
か
ら
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
住
民
票
の
写
し
や
印

鑑
登
録
証
明
書
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
初
と
な

る
戸
籍
謄
本
・
抄
本
を
初
め
所
得
証
明
書
等

が
午
前
６
時
半
か
ら
午
後
11
時
ま
で
土
日
祝

日
も
交
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
市
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
促
進
を
図
る
べ
く
、
新
た
に
申
請

時
来
庁
方
式
に
よ
る
申
請
方
法
を
採
用
す
る

と
と
も
に
、
他
市
で
は
行
っ
て
い
な
い
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
用
の
顔
写
真
の
無
料

撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

状
況
と
目
標
値
、
交
付
促
進
の
考
え
及
び
申

請
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
弁
　
ま
ず
、
申
請
状
況
は
、
７
月
末
日

現
在
で
、
全
市
民
の
約
７
・
７
％
に
当
た
る

１
万
６
４
１
２
件
の
申
請
が
あ
り
、
新
サ
ー

ビ
ス
開
始
後
の
８
月
の
申
請
件
数
は
、
９
９

４
件
で
す
。
本
年
度
の
目
標
値
は
、
全
市
民

の
10
％
、
約
２
万
件
で
す
。

　
次
に
、
交
付
促
進
の
考
え
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
の
た
め
、
８
月
以
後
、

申
請
時
来
庁
方
式
も
採
用
し
、
さ
ら
に
申
請

に
必
要
な
顔
写
真
の
無
料
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を

市
役
所
及
び
支
所
で
開
始
し
ま
し
た
。
申
請

手
続
の
簡
素
化
及
び
受
け
付
け
時
間
の
短
縮
、

申
請
に
対
す
る
市
民
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
顔
写
真
の
無

料
撮
影
サ
ー
ビ
ス
は
、
好
評
で
す
の
で
継
続

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
申
請
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
市
の
広
報
紙

で
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
連
載
を
７
月
１
日
号
か
ら
掲
載
し
、
10
月

１
日
号
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
も

含
め
て
特
集
ペ
ー
ジ
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
旗
等
を
作
成

し
、
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
公

共
施
設
等
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
窓
口
へ
の
来

庁
者
に
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
、
関
係
機
関
に

対
し
て
説
明
会
の
開
催
な
ど
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
中
で
、

積
極
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
も

周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

●
人
口
対
策
に
つ
い
て

質  

問
答  

弁 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

第
４
回
定
例
会
の
概
要

　
今
定
例
会
の
市
長
提
出
議
案
は
、
平

成
27
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

等
決
算
認
定
13
件
、
平
成
28
年
度
補
正

予
算
４
件
、
条
例
関
係
９
件
、
人
事
案

件
１
件
、
そ
の
他
５
件
の
合
わ
せ
て
32

件
で
す
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
は
３

件
で
す
。
（
審
議
結
果
は
、
13
ペ
ー
ジ

か
ら
掲
載
）
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一 般 質 問

田 村 幸 一
政 経 ク ラ ブ

東地区で飼育されている肉用牛 改修予定の境赤レンガ倉庫

質
　
問
　
東
小
保
方
地
区
に
お
い
て
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
の
畜
産
の
経
営
形
態
や
、
に
お
い
の

問
題
に
よ
っ
て
、
事
業
者
が
開
催
し
た
説
明

会
で
は
住
民
の
猛
反
発
が
起
こ
り
、
申
請
を

取
り
下
げ
た
状
態
で
す
。
一
方
、
畜
産
を
一

生
懸
命
や
ろ
う
と
し
て
も
公
害
的
に
扱
わ
れ
、

事
業
が
進
捗
せ
ず
、
農
業
振
興
地
域
で
あ
る

東
地
区
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
問
題
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
畜
産
ク
ラ
ス
タ

ー
事
業
の
現
状
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
弁
　
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
を
見
据
え
た
上
で
畜
産
収
益
性
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
際
競
争
力
の
強
化
を

図
る
た
め
、
国
が
打
ち
出
し
た
事
業
で
す
。

事
業
内
容
は
、
２
種
類
あ
り
、
国
が
直
接
採

択
す
る
機
械
の
リ
ー
ス
事
業
と
県
、
市
を
経

由
す
る
畜
舎
や
糞
尿
処
理
施
設
、
堆
肥
舎
な

ど
の
施
設
整
備
に
関
わ
る
補
助
事
業
で
、
補

助
率
は
50
％
、
全
て
国
の
補
助
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
本
年
度
２
５
０
頭
か
ら
５
０

０
頭
に
増
頭
す
る
た
め
の
施
設
整
備
を
計
画

し
て
い
た
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
が
国
の

採
択
を
受
け
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

周
辺
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
困

難
と
な
り
、
補
助
事
業
を
取
り
下
げ
る
旨
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
国
の
補
正
予

算
で
の
対
応
に
よ
り
、
２
４
０
頭
か
ら
２
９

０
頭
へ
の
増
頭
す
る
た
め
の
施
設
整
備
を
計

画
し
て
い
る
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
が
あ

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
畜
産
業
の
発

展
の
た
め
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
効
果

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
施
設
整
備
や
機

械
導
入
を
進
め
、
自
給
飼
料
の
安
定
生
産
や

飼
養
頭
数
の
増
頭
な
ど
の
生
産
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
畜
舎
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

そ
の
性
質
上
、
周
辺
環
境
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
地

域
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
れ
る
よ
う
指
導

し
、
事
業
実
施
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

●
市
政
運
営
に
つ
い
て

質  

問
答  

弁 畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

新 藤 　 靖
伊勢崎クラブ

本庁舎における消防訓練

質
　
問
　
本
庁
舎
へ
は
、
毎
日
多
く
の
方
が

来
庁
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
法
に
お
い
て
は
、
多
く
の
方
が
利
用

す
る
建
物
は
防
火
対
象
物
と
し
て
、
通
報
訓

練
、
消
火
訓
練
や
避
難
訓
練
の
実
施
が
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
庁
舎
に
お
い
て
、
万
が

一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
隊
員
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
職
員
が
組
織
的
に

動
き
消
防
活
動
を
行
う
こ
と
が
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
、
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
へ
つ
な

が
る
た
め
、
日
ご
ろ
の
訓
練
は
と
て
も
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　
訓
練
の
成
果
を
発
揮
す
る
日
が
来
な
い
こ

と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
が
、
非
常
時
に
お
け

る
職
員
の
役
割
分
担
及
び
今
後
の
訓
練
計
画

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
弁
　
職
員
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、

所
属
ご
と
に
消
火
及
び
避
難
誘
導
役
を
配
置

し
、
自
衛
消
防
隊
を
編
成
し
て
い
ま
す
が
、

非
常
時
に
必
ず
担
当
者
が
全
員
配
置
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
、
非
常
時
に

も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
の
あ
り
方
も
視

野
に
入
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想
定

し
た
訓
練
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
本
年
３
月
に
、
約
50
人
の
参
加
に
よ
り
本

庁
舎
本
館
３
階
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
た
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
訓
練
で
は
、
非

常
階
段
に
お
い
て
、
各
階
か
ら
の
避
難
者
が

合
流
す
る
際
に
、
一
部
集
中
す
る
場
面
が
あ

っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
本
年
11
月
に
予
定
を
し
て
い
る
消
防
訓
練

に
お
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
方
を
想
定
し
た
救
出
訓
練
や
、
前

回
の
訓
練
に
お
け
る
避
難
経
路
を
再
検
討
し
、

安
全
か
つ
確
実
な
避
難
誘
導
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
非
常
時
に
お
け
る
迅
速
か
つ
的
確
な
行
動

の
た
め
に
は
、
訓
練
に
訓
練
を
重
ね
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
計
画
の
段
階

か
ら
、
多
く
の
職
員
の
参
加
、
並
び
に
関
係

機
関
等
の
連
携
に
よ
り
、
火
災
に
対
す
る
危

機
管
理
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
）
の
整

備
に
つ
い
て

●
乳
児
の
頭
蓋
骨
変
形
に
つ
い
て

質  

問
答  

弁 本
庁
舎
消
防
訓
練
に
つ
い
て

斉 藤 　 優
伊勢崎クラブ

質
　
問
　
大
正
８
年
建
築
の
境
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
は
、
大
正
ロ
マ
ン
と
旧
境
町
の
養
蚕
業
の

繁
栄
を
し
の
ぶ
こ
と
の
で
き
る
、
風
格
に
満

ち
た
歴
史
的
建
造
物
で
す
。
当
初
は
繭
の
保

管
庫
、
戦
時
中
は
兵
士
用
の
乾
燥
食
料
保
管

庫
、
戦
後
は
再
び
繭
の
保
管
庫
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
創
建
者
は
境
運
輸
倉
庫
株
式

会
社
で
、
そ
の
後
、
東
部
電
気
株
式
会
社
、

中
外
電
気
株
式
会
社
と
所
有
者
が
変
わ
り
、

平
成
11
年
に
当
時
の
境
町
が
購
入
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
地
元
で
は
境
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
産

業
遺
産
と
し
て
敬
愛
し
、
地
域
力
を
高
め
る

た
め
の
機
能
を
有
す
る
文
化
の
拠
点
と
し
て
、

再
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
ど

ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
改
修
の
上
で
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

映
画
の
上
映
、
落
語
会
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
、
美
術
展
の
開
催
な
ど
を
企
図
し
、
活
用

を
期
待
す
る
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
改
修
に
つ
い
て
の
経
過
と
今
後

の
見
通
し
、
施
設
の
整
備
内
容
に
つ
い
て
お

答
え
願
い
ま
す
。

答
　
弁
　
境
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
昨
年
３
月

に
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
受
け
、
国
の
地

域
再
生
戦
略
交
付
金
を
活
用
し
、
昨
年
度
に

設
計
業
務
を
行
い
、
本
年
度
は
改
修
工
事
を

実
施
す
る
計
画
で
し
た
。
し
か
し
、
交
付
金

の
制
度
が
改
正
さ
れ
、
交
付
金
の
活
用
が
非

常
に
困
難
な
見
通
し
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
交
付
金
の
活
用
に
向
け
て
国
へ
要
望

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
困
難
な
見

通
し
で
す
。
本
市
と
し
て
は
、
境
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
の
活
用
は
地
元
の
み
な
ら
ず
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
期
に
事
業
が
完
了
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
施
設
の
整
備
内
容
で
す
が
、
現
行

の
耐
震
基
準
を
満
た
す
施
設
と
し
て
の
補
強

工
事
を
行
い
、
小
屋
裏
や
れ
ん
が
づ
く
り
の

壁
が
見
ら
れ
る
吹
き
抜
け
構
造
と
し
、
１
階

は
約
１
０
０
人
を
収
容
可
能
な
多
目
的
ホ
ー

ル
、
２
階
は
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
屋
外

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
対
応
が
で
き
る
よ
う
電
源

等
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
民
病
院
に
つ
い
て

質  

問
答  

弁

鈴 木 良 尚
伊勢崎クラブ

赤堀地区の遺跡群

質
　
問
　
赤
堀
小
学
校
の
校
歌
に
う
た
わ
れ

た
多
田
山
古
墳
群
は
、
現
在
、
多
田
山
産
業

団
地
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
開
発
行
為
は
現
世
に
生
活
を
す
る
私
た

ち
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
反

面
、
遺
跡
及
び
古
墳
の
宝
庫
で
あ
る
赤
堀
地

区
の
遺
跡
群
を
後
世
に
引
き
継
ぎ
残
す
責
務

が
あ
る
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
一
度
壊
し
て

し
ま
う
と
、
元
に
戻
す
こ
と
は
難
し
く
な
り

ま
す
。
前
橋
笠
懸
道
路
（
国
道
50
号
バ
イ
パ

ス
）
の
計
画
が
現
実
的
に
動
き
出
し
た
今
、

各
方
面
か
ら
活
用
や
調
査
を
研
究
し
て
い
く

時
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
の
遺
跡
群
の
調
査
状
況
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
と
し
て
、
多
田

山
産
業
団
地
の
隣
に
あ
る
市
指
定
史
跡
赤
堀

茶
臼
山
古
墳
、
毒
島
城
跡
及
び
そ
の
周
辺
遺

跡
群
を
史
跡
公
園
と
し
て
活
用
し
、
後
世
に

残
す
お
考
え
は
あ
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
弁
　
現
在
の
遺
跡
群
の
調
査
状
況
に
つ

い
て
で
す
が
、
赤
堀
今
井
町
二
丁
目
の
市
指

定
史
跡
赤
堀
茶
臼
山
古
墳
は
、
こ
れ
ま
で
に

４
回
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
家
形
埴
輪
な
ど

の
貴
重
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
赤
堀

今
井
町
一
丁
目
、
二
丁
目
の
多
田
山
古
墳
群

で
は
、
約
20
基
の
古
墳
群
を
県
が
調
査
し
、

そ
の
結
果
、
中
国
で
作
ら
れ
た
唐
三
彩
の
陶

枕
が
出
土
し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
も
市
指
定
史
跡
毒
島
城
跡
な
ど
数
多

く
の
史
跡
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
開
発
に

伴
う
発
掘
調
査
の
一
般
的
な
手
順
と
し
て
、

ま
ず
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
い
て
開
発
者
に

届
け
出
を
し
て
い
た
だ
き
、
次
に
開
発
予
定

地
の
確
認
調
査
を
行
っ
て
、
遺
跡
の
有
無
を

判
断
し
ま
す
。
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
記
録
保
存
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
発
掘
調
査
報
告
書
に
ま
と
め
、
調
査

終
了
に
な
り
ま
す
。

　
国
道
建
設
予
定
地
周
辺
の
遺
跡
群
の
保
存

活
用
は
、
赤
堀
茶
臼
山
古
墳
や
毒
島
城
跡
の

指
定
史
跡
を
含
め
、
関
連
部
局
と
連
携
し
な

が
ら
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
雨
水
対
策
に
つ
い
て

●
市
民
活
動
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て

質  

問
答  

弁

境
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
つ
い
て

国
道
50
号
前
橋
笠
懸
道
路
築
造
に
伴
う
赤
堀

地
区
に
お
け
る
遺
跡
群
の
保
存
及
び
活
用
に

つ
い
て
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一 般 質 問

小暮笑鯉子
伊勢崎クラブ

質
　
問
　
伊
勢
崎
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
で
開
催

さ
れ
た
、
Ｓ
Ｇ
第
20
回
オ
ー
ト
レ
ー
ス
グ
ラ

ン
プ
リ
を
観
覧
し
た
際
、
伊
勢
崎
オ
ー
ト
レ

ー
ス
場
は
宝
の
箱
だ
と
直
感
し
ま
し
た
。
伊

勢
崎
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
を
生
か
す
こ
と
で
、

多
く
の
財
源
を
生
む
場
に
、
そ
し
て
市
民
が

新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
集
う
場
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
省
の
資
料
に
よ
る
と
、
日
本
全

体
の
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の
売
上
高
及
び
本
場
入

場
者
数
は
、
平
成
３
年
度
の
ピ
ー
ク
時
と
比

較
し
、
約
８
割
減
少
と
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
伊
勢
崎
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の
売
上

媒
体
別
の
売
上
額
及
び
今
後
の
見
込
み
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
集
客
及
び
売
上
げ
ア
ッ
プ
の
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
常
連
客
や
フ
ァ
ミ
リ

ー
、
カ
ッ
プ
ル
な
ど
が
楽
し
め
る
よ
う
な
附

属
設
備
の
設
置
や
、
美
化
活
動
に
力
を
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
レ
ジ
ャ

ー
施
設
と
し
て
の
考
え
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
桐
生
競
艇
な
ど
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
導

入
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
弁
　
昨
年
度
に
お
け
る
勝
車
投
票
券
の

売
上
媒
体
別
の
売
上
額
と
総
売
り
上
げ
に
占

め
る
割
合
は
、
伊
勢
崎
オ
ー
ト
レ
ー
ス
本
場

が
30
億
５
７
６
１
万
９
２
０
０
円
で
26
％
、

他
場
・
場
外
売
り
場
が
38
億
６
２
４
０
万
６

０
０
円
で
32
・
８
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
が
48
億
４
０
２
７
万
７
９
０
０
円
で
、41
・

２
％
で
す
。
今
後
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
購
入
が
さ
ら

に
増
加
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
の
考
え
方

で
す
が
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
続
き
実
施

し
、
場
内
の
清
掃
美
化
対
策
な
ど
に
も
適
切

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
食
堂
、

カ
フ
ェ
、
遊
具
な
ど
の
附
属
施
設
の
活
用
も
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
を
施
設
所
有

会
社
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
本
場
開
催
時
に
タ
レ
ン
ト
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
子
供
向
け
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
公
営
競
技
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
よ
う
な
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

来
場
者
の
利
便
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
も

の
で
す
の
で
、
今
後
、
シ
ス
テ
ム
に
係
る
経

費
や
人
件
費
な
ど
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

●
ス
マ
ー
ク
周
辺
交
差
点
の
渋
滞
に
つ
い
て

質  

問
答  

弁 オ
ー
ト
レ
ー
ス
の
活
性
化
に
つ
い
て

羽 鳥 基 宏
政 経 ク ラ ブ

質
　
問
　
市
民
病
院
は
、
市
民
に
と
っ
て
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
も
言
え
る
存
在
で
あ
り
、

治
療
を
し
て
も
ら
え
る
と
い
っ
た
安
心
感
を

抱
い
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
世
間
で
は
、
医
師
不
足
に
よ
り
、
診
療
科

目
に
よ
っ
て
は
診
療
を
一
時
休
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
の
病
院
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
病
院
の
医
師
の
人
数
及
び

充
足
状
況
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
診
療

科
の
新
設
に
つ
い
て
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
予
約
診
療
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予

約
し
た
時
聞
が
来
て
も
一
向
に
名
前
を
呼
ば

れ
な
い
と
い
う
愚
痴
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
待

ち
時
間
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。 

　
次
に
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
個
人
情
報
流

出
問
題
で
す
が
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
弁
　
本
年
４
月
１
日
現
在
、
常
勤
医
師

95
人
、
初
期
臨
床
研
修
医
26
人
、
非
常
勤
医

師
54
人
が
診
療
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
医
療

法
施
行
規
則
に
基
づ
く
必
要
な
医
師
数
は
46

人
で
、
配
置
基
準
を
満
た
し
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
も
質
の
高
い
医
療
を
継
続
的
に
提

供
で
き
る
よ
う
、
地
元
大
学
附
属
病
院
へ
の

働
き
か
け
や
関
係
医
療
機
関
と
連
携
し
、
医

師
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
診
療
科
新
設
の

考
え
で
す
が
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ

る
診
療
科
と
し
て
、
平
成
24
年
４
月
に
緩
和

ケ
ア
内
科
や
救
急
科
な
ど
の
診
療
科
を
新
設

し
、
現
在
23
科
で
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
医
師
の
確
保
状
況
を
見
な
が
ら
診
療

科
新
設
の
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
予
約
診
療
に
対
す
る
待
ち
時
間
へ
の
対
応

で
す
が
、
本
年
３
月
に
行
っ
た
待
ち
時
間
の

分
析
で
は
、
来
院
か
ら
診
療
開
始
ま
で
平
均

57
分
で
し
た
。
待
ち
時
間
短
縮
の
取
り
組
み

と
し
て
は
採
血
業
務
に
お
け
る
職
員
の
早
出

や
、
医
師
が
診
療
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
各
診
療
予

約
枠
の
見
直
し
や
、
症
状
が
比
較
的
安
定
し

て
い
る
患
者
を
か
か
り
つ
け
医
に
紹
介
す
る

等
、
地
域
医
療
連
携
を
推
進
し
、
待
ち
時
間

短
縮
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
流
出
に
対
す
る
対
策
と
し
て

は
、
流
出
業
者
に
紙
台
帳
及
び
機
器
の
管
理

を
徹
底
さ
せ
、
他
の
委
託
業
者
に
も
個
人
情

報
保
護
の
徹
底
を
改
め
て
指
導
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
全
職
員
に
改
め
て
個
人
情
報

の
適
正
な
取
扱
い
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
し
、

一
人
一
人
が
個
人
情
報
の
保
護
に
対
す
る
危

機
管
理
の
意
識
を
高
め
、
適
切
な
個
人
情
報

の
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
公
園
整
備
に
つ
い
て

●
工
業
団
地
に
つ
い
て

●
北
部
環
状
線
に
つ
い
て

質  

問
答  

弁 市
民
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

長 沼 宏 泰
伊勢崎クラブ

グレーチングから雨水の逆流出

質
　
問
　
あ
ず
ま
南
小
学
校
付
近
の
西
川
や

伊
勢
崎
南
部
第
三
工
業
団
地
の
飯
島
町
内
で

は
、
浸
水
、
冠
水
対
策
工
事
が
着
手
さ
れ
、

計
画
的
に
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

新
た
に
冠
水
箇
所
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
も

聞
い
て
い
ま
す
。
道
路
が
冠
水
す
る
地
点
で

は
そ
の
周
辺
に
多
く
の
浸
水
地
区
が
発
生
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
有
効
な
排
水
計
画
を
作
る
に
は
、

国
、
県
と
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
現
状
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
次
に
、
基
幹
と
な
る
排
水
路
の
整
備
に
お

い
て
は
、
河
川
へ
の
排
水
の
確
保
を
積
極
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
の
水
害
の
拡
大
は
異
常
気
象

だ
け
で
な
く
、
上
流
部
の
宅
地
開
発
も
原
因

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
開
発
面
積
が
小

さ
い
場
合
、
一
時
雨
水
を
貯
留
す
る
遊
水
地

等
の
設
置
義
務
が
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
だ

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
開
発
を
対

象
と
す
る
条
例
制
定
は
必
要
と
思
い
ま
す
が

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
弁
　
国
、
県
と
の
連
携
で
す
が
、
国
土

交
通
省
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
、
桐
生
国
道

維
持
出
張
所
、
群
馬
県
県
土
整
備
部
道
路
管

理
課
、
伊
勢
崎
土
木
事
務
所
と
本
市
の
道
路

維
持
課
、
土
木
課
、
下
水
道
整
備
課
に
よ
る

道
路
冠
水
対
策
会
議
を
近
日
中
に
開
催
予
定

で
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
被
害
の
現
状
を
確

認
し
、
道
路
の
冠
水
解
消
に
向
け
た
対
策
を

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
基
幹
と
な
る
排
水
路
の
整
備
で
す

が
、
道
路
冠
水
や
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い

る
区
域
の
地
形
的
な
要
因
、
放
流
で
き
る
河

川
を
考
慮
し
、
基
幹
と
な
る
雨
水
排
水
路
な

ど
の
効
果
的
な
整
備
手
法
に
つ
い
て
、
道
路

冠
水
対
策
会
議
で
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
規
模
開
発
に
伴
う
雨
水
排
水
処
理
に
つ

い
て
は
、
宅
地
内
処
理
を
原
則
と
し
、
開
発

事
業
者
の
責
任
に
よ
る
適
切
な
排
水
処
理
計

画
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
条
例
制
定
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
及
び
他
市
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
旧
境
島
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

●
市
街
化
区
域
の
人
口
増
加
推
進
対
策
に
つ

い
て

質  

問
答  

弁 浸
水
対
策
に
つ
い
て

須 永 　 聡
伊勢崎クラブ

質
　
問
　
本
市
に
は
中
学
生
対
象
の
発
達
相

談
室
が
な
く
、
通
級
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
問
題
を
抱
え
る
生
徒
へ
の

ケ
ア
が
十
分
と
は
言
え
な
い
現
状
で
す
。

　
平
成
26
年
６
月
定
例
会
で
、
他
市
の
状
況

の
調
査
、
中
学
生
対
象
の
発
達
相
談
室
の
設

置
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
研
究
、
検
討
し
た
内
容

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
発
達
障
害
の
あ
る
中
学
生
及
び
不

登
校
の
生
徒
へ
の
現
在
の
対
応
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
今
後
の
方
針
で
す
が
、
本
市
が
こ

れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う

に
発
達
障
害
の
あ
る
中
学
生
へ
の
対
応
を
行

っ
て
い
く
の
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
弁
　
他
市
に
お
け
る
中
学
生
対
象
の
発

達
相
談
室
の
設
置
状
況
は
、
前
橋
市
２
校
、

高
崎
市
１
校
、
太
田
市
２
校
、
館
林
市
１
校
、

渋
川
市
１
校
、
藤
岡
市
１
校
、
安
中
市
１
校

で
す
。
各
市
の
発
達
相
談
室
に
は
県
費
負
担

教
員
が
１
人
配
置
さ
れ
、
学
校
を
訪
問
す
る

巡
回
指
導
や
放
課
後
の
個
別
指
導
と
い
っ
た

支
援
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
中

学
校
に
発
達
相
談
室
を
設
置
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
県
費
負
担
教
員
の
さ
ら
な
る
特
別
配

置
や
効
果
的
な
設
置
場
所
等
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
分
析
し

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
設
置
方
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
次
に
、
発
達
相
談
室
に
通
級
し
な
が
ら
小

学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
へ
の
対
応
は
、
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、

小
・
中
学
校
間
で
障
害
の
状
況
や
支
援
方
法

等
を
引
き
継
ぎ
、
個
別
の
支
援
計
画
、
指
導

計
画
を
作
成
し
て
、
学
級
担
任
、
臨
時
介
助

員
、
教
育
相
談
員
等
が
校
内
で
組
織
的
に
か

か
わ
り
な
が
ら
、
き
め
細
か
な
支
援
、
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
達
障
害
の
あ

る
生
徒
が
不
登
校
に
な
っ
た
場
合
の
支
援
体

制
は
、
こ
れ
ま
で
各
学
校
で
は
、
教
職
員
が

家
庭
訪
問
を
行
い
、
学
習
面
や
生
活
面
で
の

支
援
、
指
導
を
行
っ
た
り
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
教
育
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
る

こ
と
で
、
不
登
校
の
解
決
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
市
教
育
研
究

所
に
開
設
し
て
い
る
適
応
指
導
教
室
を
活
用

し
、
不
登
校
状
態
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
今
後
の
方
針
で
す
が
、
中
学
生
対

象
の
発
達
相
談
室
に
つ
い
て
、
県
教
育
委
員

会
と
協
議
し
な
が
ら
、
設
置
に
関
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
学
校
施
設
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

　
つ
い
て

●
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
利
用
に
お
け
る
予
約
方
法

　
に
つ
い
て

●
今
井
用
水
の
整
備
に
つ
い
て

質  

問
答  

弁 中
学
生
対
象
の
発
達
相
談
室
設
置
に
つ
い
て
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一 般 質 問

伊 藤 純 子
正 論 の 会

質
　
問
　
本
市
は
中
心
市
街
地
の
人
口
密
度

が
低
く
、
人
口
が
駅
周
辺
部
か
ら
郊
外
へ
と

拡
散
し
て
い
る
た
め
、
典
型
的
な
車
型
社
会

で
す
。
今
後
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
本
市

に
お
い
て
、
公
共
交
通
機
関
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
市
民
の
交
通
手
段
の
確
保
、
公
共
交

通
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
見
直
す
時
期
に
直

面
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
市
は
驚
く
ほ
ど
道
路
事
情
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
主
要
地
方
道
が
市
の
中
心
部
か
ら

放
射
線
状
に
伸
び
、
幹
線
道
路
は
ま
る
で
Ｊ

Ｒ
山
手
線
の
よ
う
に
環
状
運
転
が
で
き
ま
す
。

こ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
に
注
目
し
、
広
い
道
路

の
幅
員
を
利
用
し
、
道
路
中
央
部
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ

（
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
を
走
ら

せ
た
ら
、
免
許
を
返
上
す
る
年
齢
層
に
も
、

都
市
の
利
便
性
を
享
受
で
き
、
公
共
交
通
を

軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
と
い
っ

た
、
車
に
頼
ら
な
い
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

都
市
の
実
現
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
　
弁
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
考
え
で
す
が
、
Ｌ

Ｒ
Ｔ
は
、
低
床
式
車
両
の
活
用
や
軌
道
及
び

停
留
場
の
改
良
に
よ
る
乗
降
の
容
易
性
、
定

時
性
、
速
達
性
、
快
適
性
な
ど
の
面
で
す
ぐ

れ
た
特
徴
を
有
す
る
次
世
代
の
軌
道
系
交
通

シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、
先
進
事
例
と
し
て
、

富
山
市
が
富
山
駅
周
辺
の
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
連

続
立
体
交
差
事
業
に
伴
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
整
備
し
た
例

が
あ
り
ま
す
。
富
山
市
で
は
既
存
の
鉄
道
路

線
を
活
用
し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
軌
道
敷
設
に
係
る

経
費
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
既
存
鉄
道
路
線
の
活
用
が
見
込
め
な
い
本

市
の
場
合
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
全
線
新
設
路
線
と
し

て
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

多
額
の
整
備
費
が
必
要
と
な
り
、
事
業
と
し

て
の
採
算
性
へ
の
懸
念
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
導
入
は
難
し
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
国
際
交
流
、
県
外
市
町
と
の
都
市
連
携
と

そ
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
●
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
に

つ
い
て

質  

問
答  

弁 超
高
齢
社
会
に
お
け
る
新
た
な
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て

内 田 　 彰
公 明 党

質
　
問
　
帯
状
疱
疹
は
、
子
供
の
こ
ろ
に
か

か
っ
た
水
ぼ
う
そ
う
の
ウ
イ
ル
ス
が
死
滅
せ

ず
、
皮
膚
の
奥
や
神
経
節
に
潜
ん
で
い
て
、

加
齢
に
伴
う
体
力
の
減
退
や
免
疫
力
の
低
下

に
よ
り
、
再
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発

症
す
る
病
で
す
。
非
常
に
強
い
痛
み
と
帯
状

に
広
が
る
発
疹
が
で
き
視
力
障
害
な
ど
を
引

き
起
こ
す
場
合
や
、
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
に

な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
帯
状
疱
疹
の
発
症
を
防
ぐ
に
は
、
水

ぼ
う
そ
う
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
大
い
に
有
効
で

あ
り
、
高
い
確
率
で
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
発
症
し
た
場
合
で
も
症
状
が
軽
く
済
み

ま
す
。
さ
ら
に
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
の
発
症

を
65
％
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
は
、
全
額
自
己
負
担
で
あ
り
、
高
齢

者
に
と
っ
て
は
高
額
な
た
め
、
あ
ま
り
進
ん

で
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　
ま
た
、
我
が
国
で
は
、
平
成
26
年
度
の
医

療
分
野
に
お
け
る
社
会
保
障
給
付
費
が
、
36

兆
３
３
５
７
億
円
に
も
膨
ら
ん
で
い
ま
す
が
、

病
気
の
予
防
こ
そ
、
最
大
の
歳
出
削
減
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
方
々
の
健
康
を
守
る

た
め
、
歳
出
削
減
の
意
味
か
ら
も
、
帯
状
疱

疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
費
用
助
成
を
早

急
に
実
施
す
べ
き
で
す
が
、
市
長
の
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁
　
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
本
市
に

お
い
て
も
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
安
全
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
感
染
症
の
発
症
及
び
蔓

延
を
予
防
し
、
健
康
増
進
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
帯
状
疱
疹
予
防
に
は
、
水
ぼ
う
そ
う
予
防

ワ
ク
チ
ン
が
有
効
と
さ
れ
て
お
り
、
本
年
３

月
に
、
50
歳
以
上
の
人
に
対
す
る
帯
状
疱
疹

予
防
の
効
能
及
び
効
果
が
国
で
認
め
ら
れ
薬

事
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
ぼ
う

そ
う
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
会
社
は
現
在
国

内
１
社
の
み
で
、
生
産
能
力
の
関
係
上
、
当

面
の
間
、
子
供
の
定
期
接
種
用
と
し
て
の
供

給
を
最
優
先
と
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
費
用
助
成
の
考
え
で
す
が
、
副
反
応
や
安

全
性
、
医
療
費
と
の
関
係
、
ワ
ク
チ
ン
供
給

状
況
、
県
内
他
市
の
状
況
な
ど
を
見
き
わ
め

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
木
造
住
宅
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助

事
業
の
対
象
拡
大
に
つ
い
て

●
市
道
路
面
下
等
の
空
洞
化
対
策
に
つ
い
て

●
市
営
住
宅
入
居
者
連
帯
保
証
人
の
条
件
緩

和
に
つ
い
て

●
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
の
設

置
に
つ
い
て

●
発
達
障
害
者
支
援
法
の
一
部
改
正
へ
の
対

応
に
つ
い
て

質  

問

答  

弁

高
齢
者
の
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
費
用
助
成
に
つ
い
て

北 島 元 雄
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質
　
問
　
保
活
と
は
子
供
を
認
可
保
育
所
に

入
園
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
指
す
よ
う
で
す

が
、
待
機
児
童
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
統
計
上
、
待
機
児
童
は
い
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
く
の

保
育
園
、
通
勤
途
中
の
希
望
す
る
保
育
園
に

入
れ
ず
待
機
し
た
り
、
他
の
保
育
園
に
や
む

な
く
入
園
す
る
児
童
が
い
ま
す
。

　
親
御
さ
ん
は
保
育
園
の
入
園
に
あ
た
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
収
集
や
情
報
交
換
で
保
活

を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
保
育
情
報
を
公
開
し
、
保
育
園
選
び
を

支
援
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
保

育
園
の
募
集
や
待
機
の
状
況
、
保
育
者
の
資

格
保
有
に
関
す
る
情
報
な
ど
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
、
情
報
の
公
開
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
と
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
の
入
所
判
定
に
あ
た
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

伊
勢
崎
市
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
で
も
、

保
育
所
探
し
の
結
果
に
、
不
満
と
回
答
し
た

方
の
う
ち
、
不
満
を
抱
い
た
理
由
と
し
て
、

選
考
基
準
に
疑
問
が
あ
る
と
答
え
た
方
が

34
・
８
％
で
し
た
。
基
準
と
な
る
配
点
も
公

開
し
、
保
護
者
の
不
安
や
不
満
に
応
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
も
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
弁
　
保
育
所
の
入
所
に
関
す
る
空
き
状

況
等
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
保
護
者

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
こ
ど
も
保
育

課
に
配
置
し
て
い
る
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
が
紹
介
を
し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
空
き
状
況
等
の

公
表
に
つ
い
て
、
私
立
保
育
園
会
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
入
所
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
も
、
市
内
の
子
育
て
に
関
す
る
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
冊
子
に
ま
と
め
た
情
報
紙

で
あ
る
子
育
て
応
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
あ
わ

せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
入
所
判
定
に
係
る
基
準
の
公
表
に
つ
い
て

は
、
国
が
本
年
４
月
11
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
の
期
間
で
実
施
し
た
保
活
の
実
態
に
関
す

る
調
査
等
に
お
い
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
中

で
、
点
数
づ
け
の
基
準
等
の
明
確
化
を
求
め

る
回
答
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
７
月

28
日
付
で
公
表
及
び
周
知
に
努
め
る
よ
う
国

か
ら
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
通
知
を
踏

ま
え
、
他
市
の
状
況
を
参
考
に
し
、
公
表
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

●
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

●
伊
勢
崎
市
住
生
活
基
本
計
画
に
つ
い
て

質  

問

答  

弁

保
活
に
対
す
る
情
報
公
開
に
つ
い
て

ＬＲＴ導入の考えは

決
算
特
別
委
員
会
審
査

一
般
会
計

　歳
入

　
９
月
７
日
の
本
会
議
で
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
等
、
合
わ
せ
て
13
件
の
決
算
認

定
に
つ
い
て
、
同
委
員
会
に
お
け
る
審
査
経

過
及
び
結
果
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
市
税

質
　
疑
　
市
民
税
の
普
通
徴
収
及
び
特
別
徴

収
の
収
納
率
に
つ
い
て

答
　
弁
　
普
通
徴
収
91
・
８
％
、
特
別
徴
収

99
・
９
％
で
し
た
。

質
　
疑
　
普
通
徴
収
事
業
者
に
対
す
る
特
別

徴
収
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

答
　
弁
　
行
政
県
税
事
務
所
と
連
携
し
、
70

件
の
普
通
徴
収
事
業
者
に
対
し
、
特
別
徴
収

へ
の
変
更
を
要
請
し
た
結
果
、
翌
年
度
14
件

の
事
業
所
が
特
別
徴
収
へ
の
切
り
か
え
を
行

い
ま
し
た
。

質
　
疑
　
都
市
計
画
税
の
収
入
未
済
額
の
内

訳
に
つ
い
て

答
　
弁
　
現
年
課
税
分
は
、
１
１
４
６
件
、

１
６
９
５
万
８
４
５
１
円
、
滞
納
繰
越
分
は
、

１
０
９
８
件
、
８
３
７
９
万
５
０
９
１
円
で

す
。

◎
利
子
割
交
付
金

質
　
疑
　
利
子
割
交
付
金
の
増
額
理
由
に
つ

い
て

答
　
弁
　
円
安
ド
ル
高
の
経
済
状
況
に
よ
り
、

企
業
に
お
け
る
外
資
等
の
投
資
が
拡
大
し
た

こ
と
に
伴
い
、
市
町
村
へ
の
利
子
割
交
付
金

交
付
額
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

◎
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

質
　
疑
　
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
の
増

額
理
由
に
つ
い
て

答
　
弁
　
好
調
な
企
業
業
績
で
の
株
高
に
よ

る
売
買
代
金
が
拡
大
し
た
も
の
で
す
。

◎
使
用
料
及
び
手
数
料

質
　
疑
　
庁
舎
使
用
料
の
内
訳
に
つ
い
て

答
　
弁
　
本
庁
舎
分
９
１
９
万
５
２
８
１
円
、

３
支
所
分
１
６
４
万
３
１
４
円
、
電
柱
用
地

使
用
料
２
３
０
万
４
８
０
円
で
す
。

質
　
疑
　
住
宅
使
用
料
に
お
け
る
徴
収
業
務

委
託
の
内
容
つ
い
て

答
　
弁
　
住
宅
使
用
料
を
未
納
の
ま
ま
退
去

し
た
滞
納
者
を
対
象
と
す
る
使
用
料
回
収
業

務
で
、
対
象
10
世
帯
、
滞
納
額
１
２
８
万
６

４
５
０
円
に
対
し
、
７
世
帯
、
29
万
５
８
２

０
円
を
回
収
し
ま
し
た
。

質
　
疑
　
ご
み
処
理
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル

率
に
つ
い
て

答
　
弁
　
前
年
度
比
０
・
１
％
減
の
10
・
５

％
で
す
。

◎
国
庫
支
出
金

質
　
疑
　
社
会
福
祉
費
補
助
金
に
お
け
る
収

入
未
済
の
理
由
に
つ
い
て

答
　
弁
　
国
の
平
成
27
年
度
補
正
予
算
で
決

定
し
た
、
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
で
、
国
の
交

付
決
定
が
平
成
28
年
３
月
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
27
年
度
内
に
事
業
を
完
了
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
繰
り
越
し
を
し
た
も
の
で
、

補
助
金
全
額
が
収
入
未
済
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

質  

疑
質  

疑
質  

疑
質  

疑
答  

弁

質  

疑
質  

疑
質  

疑
質  

疑
質  

疑
答  

弁
答  

弁
答  

弁
答  

弁
答  

弁

答  

弁
答  

弁
答  

弁
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討
論
の
状
況

審
査
の
結
果

平成27年度　一般・特別会計等決算

一般会計

小型自動車競走事業費 

学校給食センター事業費 

国民健康保険 

後期高齢者医療 

介護保険 

下水道事業費 

農業集落排水事業費 

特定地域生活排水処理事業費

水道事業

病院事業

介護老人保健施設事業

訪問看護事業

80,502,450,457

14,036,040,432

1,901,944,797

25,492,729,934

1,911,364,503

14,964,633,722

3,210,283,415

602,885,296

11,812,934

4,049,200,805

449,727,795

14,279,478,777

639,529,000

237,759,545

0

56,379,958

0

77,811,040,817

13,971,847,619

1,872,496,220

25,405,994,268

1,901,400,156

14,382,407,033

3,125,896,584

583,270,072

10,191,991

3,812,643,760

1,577,519,185

14,656,506,402

1,533,234,714

247,145,631

4,665,231

52,349,310

1,126,769

2,691,409,640

64,192,813

29,448,577

86,735,666

9,964,347

582,226,689

84,386,831

19,615,224

1,620,943

236,557,045

△ 1,127,791,390

△ 377,027,625

△ 893,705,714

△ 9,386,086

△ 4,665,231

4,030,648

△ 1,126,769

収益的

資本的

収益的

資本的

収益的

資本的

収益的

資本的

特
　
別
　
会
　
計

企
　
業
　
会
　
計

決算特別委員会

（単位：円）

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

◎
総
務
費

質
　
疑
　
広
報
広
聴
事
業
に
お
け
る
特
別
研

修
の
内
容
に
つ
い
て

答
　
弁
　
外
部
講
師
に
よ
り
自
治
体
に
お
け

る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
及
び
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
効

果
的
な
活
用
方
法
を
理
解
し
、
積
極
的
な
情

報
発
信
を
図
る
た
め
実
施
し
た
も
の
で
、
課

長
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
者
１
２
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

質
　
疑
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
及
び
ツ
イ
ッ
タ

ー
の
投
稿
数
に
つ
い
て

答
　
弁
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
３
１
４
件
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
２
０
４
件
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

質
　
疑
　
防
災
行
政
無
線
保
守
委
託
の
内
容

に
つ
い
て

答
　
弁
　
赤
堀
地
区
及
び
境
地
区
に
お
け
る

同
報
系
の
防
災
行
政
無
線
の
保
守
委
託
で
、

無
線
に
か
か
る
装
置
の
性
能
及
び
機
能
の
維

持
、
ま
た
は
電
波
法
令
上
の
指
導
を
行
う
も

の
で
す
。

◎
衛
生
費

質
　
疑
　
新
生
児
聴
力
検
査
の
利
用
件
数
に

つ
い
て

答
　
弁
　
１
１
５
７
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。

◎
商
工
費

質
　
疑
　
華
蔵
寺
公
園
遊
園
地
誘
客
事
業
の

内
容
に
つ
い
て

答
　
弁
　
乗
り
物
利
用
券
を
購
入
し
、
市
内

の
児
童
・
生
徒
に
、
ま
た
誘
客
性
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
配
付
を
行
い
、
遊
園
地

へ
の
誘
客
啓
発
に
努
め
た
ほ
か
、
４
台
の
小

型
乗
り
物
機
械
を
購
入
し
た
も
の
で
す
。

◎
土
木
費

質
　
疑
　
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
率
に

つ
い
て

答
　
弁
　
西
部
地
区
98
・
４
％
、
茂
呂
第
一

地
区
43
・
１
％
、
茂
呂
第
二
地
区
98
・
２
％
、

東
部
第
二
地
区
65
・
５
％
、
三
郷
第
三
地
区

99
・
６
％
で
す
。

質
　
疑
　
中
心
市
街
地
整
備
費
に
お
け
る
各

事
業
の
進
捗
率
に
つ
い
て

答
　
弁
　
密
集
住
宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業

は
30
・
９
％
、
駅
周
辺
第
一
土
地
区
画
整
理

事
業
は
44
・
５
％
、
駅
周
辺
第
二
土
地
区
画

整
理
事
業
は
52
・
５
％
、
市
街
地
再
開
発
事

業
は
60
・
６
％
で
す
。

質
　
疑
　
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
委
託
料
の
内
容
に
つ

い
て

答
　
弁
　
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業
と
し

て
、
ま
ち
な
か
子
ど
も
絵
画
展
、
ま
ち
な
か

高
校
生
フ
ェ
ス
タ
及
び
ま
ち
な
か
華
フ
ェ
ス

タ
を
行
い
、
来
場
者
は
、
ま
ち
な
か
子
ど
も

絵
画
展
１
２
０
３
人
、
ま
ち
な
か
高
校
生
フ

ェ
ス
タ
２
０
８
３
人
、
ま
ち
な
か
華
フ
ェ
ス

タ
１
６
８
２
人
で
す
。

◎
消
防
費

質
　
疑
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
及

び
普
及
活
動
に
つ
い
て

答
　
弁
　
設
置
率
は
65
・
６
％
で
あ
り
、
春
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
お
け
る
啓
蒙
活
動
、

各
地
区
産
業
祭
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
け
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
協
力
団
体
に
対
す
る
設

置
促
進
の
依
頼
な
ど
に
よ
り
周
知
を
図
り
ま

し
た
。

質
　
疑
　
消
防
本
部
旧
庁
舎
解
体
工
事
の
内

容
に
つ
い
て

答
　
弁
　
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
３
階
建
て
旧
庁
舎

を
取
り
壊
し
、
緊
急
自
動
車
の
車
庫
前
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
、
道
路
部
分
を
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
し
、
来
庁
者
用
の
駐
輪
場
の
整
備

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

◎
教
育
費

質
　
疑
　
適
応
指
導
教
室
の
利
用
状
況
に
つ

い
て

答
　
弁
　
小
学
生
12
人
、
中
学
生
45
人
が
利

用
し
て
お
り
、
内
訳
は
、
鹿
島
教
室
23
人
、

赤
堀
教
室
７
人
、
あ
ず
ま
教
室
18
人
、
境
教

室
９
人
で
す
。

質
　
疑
　
日
本
語
教
室
の
設
置
状
況
及
び
利

用
人
数
に
つ
い
て

答
　
弁
　
小
学
校
11
校
、
中
学
校
５
校
に
そ

れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
お
り
、
小
学
生
２
７
２

人
、
中
学
生
51
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

小
型
自
動
車
競
走
事
業
費
特
別
会
計

質
　
疑
　
勝
車
投
票
券
の
収
益
率
に
つ
い
て

答
　
弁
　
本
場
約
22
％
、
場
外
約
４
％
か
ら

16
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
約
11
％
で
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
費
特
別
会
計

質
　
疑
　
給
食
費
に
お
け
る
収
入
未
済
額
の

内
訳
に
つ
い
て

答
　
弁
　
現
年
度
分
１
３
０
１
万
８
７
３
７

円
、
過
年
度
分
６
２
２
５
万
１
６
０
４
円
で

す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

質
　
疑
　
適
切
な
介
護
認
定
を
行
う
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

答
　
弁
　
認
定
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、
調

査
指
導
員
養
成
研
修
、
要
介
護
認
定
適
正
化

事
業
の
認
定
調
査
員
能
力
向
上
研
修
及
び
介

護
認
定
審
査
会
運
営
適
正
化
研
修
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
に
参
加
し
て
お
り
、
認
定

調
査
後
は
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
費
特
別
会
計

質
　
疑
　
農
業
集
落
排
水
の
接
続
率
に
つ
い

て答
　
弁
　
三
郷
地
区
93
・
７
％
、
書
上
地
区

90
・
６
％
、
赤
堀
曲
沢
地
区
67
・
２
％
、
赤

堀
間
野
谷
地
区
91
・
１
％
、
赤
堀
香
林
地
区

72
・
８
％
、
赤
堀
西
野
地
区
60
・
５
％
、
あ

ず
ま
東
部
地
区
81
・
２
％
、
あ
ず
ま
向
原
地

区
73
・
０
％
、
あ
ず
ま
国
定
地
区
65
・
４
％

で
す
。

病
院
事
業

質
　
疑
　
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
要
因

に
つ
い
て

答
　
弁
　
入
院
患
者
数
が
３
８
７
７
人
減
少

し
た
こ
と
に
よ
る
入
院
収
益
の
減
、
後
期
研

修
医
の
正
規
職
員
化
及
び
医
療
技
術
医
の
増

員
に
よ
る
職
員
給
与
費
の
増
、
平
成
26
年
度

に
お
け
る
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
看
護
事
業

質
　
疑
　
研
究
研
修
費
の
使
途
に
つ
い
て

答
　
弁
　
訪
問
看
護
基
礎
研
修
会
へ
の
参
加

及
び
図
書
を
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
北
島
元
雄

委
員
か
ら
反
対
、
新
藤
靖
委
員
、
田
村
幸
一

委
員
及
び
馬
庭
充
裕
委
員
か
ら
賛
成
の
意
思

表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
型
自
動
車
競
走
事
業
費
特
別
会

計
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
費
特
別
会
計

及
び
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
に
対

し
ま
し
て
は
、
北
島
元
雄
委
員
か
ら
反
対
、

新
藤
靖
委
員
及
び
馬
庭
充
裕
委
員
か
ら
賛
成

の
意
思
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
決

算
に
対
し
ま
し
て
は
、
北
島
元
雄
委
員
か
ら

反
対
、
新
藤
靖
委
員
か
ら
賛
成
の
意
思
表
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算
に
対

し
ま
し
て
は
、
北
島
元
雄
委
員
か
ら
反
対
、

馬
庭
充
裕
委
員
及
び
新
藤
靖
委
員
か
ら
賛
成

の
意
思
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
順
次
採
決
を
行
い
、
平
成
27
年
度
伊
勢
崎

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
小
型
自
動
車
競
走
事
業
費
特
別
会

計
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
費
特
別
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
の
決

算
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
、
農
業

集
落
排
水
事
業
費
特
別
会
計
、
特
定
地
域
生

活
排
水
処
理
事
業
費
特
別
会
計
、
水
道
事
業

の
決
算
、
病
院
事
業
の
決
算
、
介
護
老
人
保

健
施
設
事
業
の
決
算
及
び
訪
問
看
護
事
業
の

決
算
に
つ
い
て
は
、
委
員
全
員
に
異
議
な
く

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　歳
出

答  

弁
答  

弁
答  

弁
答  

弁
答  

弁
質  
疑

答  
弁

答  

弁
答  

弁
答  

弁
質  

疑
質  

疑
質  

疑
質  

疑
質  

疑

答  

弁
答  

弁
答  

弁
答  

弁
答  

弁
質  

疑
答  

弁
質  

疑
質  

疑
質  

疑
質  

疑

答  

弁
質  

疑
答  

弁
質  

疑

質  

疑
質  

疑
質  

疑
質  

疑
質  

疑
答  

弁

　
９
月
16
日
の
本
会
議
で
委
員
会
付
託
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
に
お
け

る
審
査
経
過
及
び
結
果
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

総
務
委
員
会

　
伊
勢
崎
市
議
会
議
員
及
び
伊
勢
崎
市
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

等
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
審
査
に
お
い
て
、

公
費
負
担
の
限
度
額
の
増
額
理
由
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
人
件
費
及
び

物
価
の
変
動
等
を
考
慮
し
、
３
年
に
一
度
見

直
し
を
行
う
も
の
で
、
平
成
26
年
４
月
の
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
公
費
負
担
の
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
28
年
度
伊
勢
崎
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
は
、
審
査

に
お
い
て
、
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
金
の
減
額
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
申
請
の
見
合
わ
せ
や
、

減
額
申
請
を
行
っ
た
た
め
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
医
療
費
等
助
成
金
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
市
が
実
施
し
た
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
、
因
果

関
係
が
否
定
で
き
な
い
症
状
を
有
す
る
方
が
、

適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行

う
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
補

常
任
委
員
会
審
査
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特
別
委
員
会
調
査

助
金
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
に
お
け
る
火

災
報
知
器
と
消
防
通
報
と
の
連
動
化
を
図
る

た
め
、
10
事
業
所
分
、
介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
を
９
法
人
分
予
定
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
事
業
に
お
け
る
工
事
請
負
費
の
内
容

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
土

曜
日
の
開
設
に
お
け
る
専
門
的
な
支
援
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
相
談
室
の
増
設
を
行
う
も

の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得
に
つ

い
て
は
、
審
査
に
お
い
て
、
使
用
年
数
の
考

え
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、

車
両
の
更
新
か
ら
20
年
が
経
過
し
た
時
点
で

計
画
的
に
更
新
を
行
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
付

託
さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

文
教
福
祉
委
員
会

　
伊
勢
崎
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
小
学
校
入
学

準
備
金
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
審
査
に
お
い

て
、
支
給
対
象
者
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
、
１
８
０
人
を
見
込
ん
で
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
周
知
方

法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、

子
育
て
支
援
課
窓
口
で
の
案
内
、
広
報
紙
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
児
童
扶
養
手

当
の
通
知
に
案
内
を
同
封
す
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
伊
勢
崎
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
は
、

審
査
に
お
い
て
、
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
軽
量
鉄
骨
造
２

階
建
て
で
、
各
階
40
人
規
模
を
想
定
し
て
お

り
、
５
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
を
行
い
、
満
了

後
は
市
へ
無
償
譲
渡
を
予
定
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
伊
勢
崎
市
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

い
て
は
、
審
査
に
お
い
て
、
土
曜
日
開
所
に

よ
る
利
用
見
込
み
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
、
月
１
回
実
施
し
て
い
た
２
事

業
に
加
え
、
親
子
通
園
事
業
を
拡
充
し
、
就

学
前
の
直
接
的
な
支
援
の
実
施
も
予
定
し
て
、

新
た
な
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
伊
勢
崎
市
障
害
者
セ
ン
タ
ー
条
例

案
に
つ
い
て
は
、
審
査
に
お
い
て
、
施
設
を

貸
し
出
す
場
合
の
対
象
者
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
設
置
目
的
に
合
致
す

れ
ば
、
団
体
に
限
ら
ず
個
人
に
も
貸
し
出
し

を
行
い
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
28
年
度
伊
勢
崎
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

は
、
審
査
に
お
い
て
、
年
度
末
に
お
け
る
介

護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
の
見
込
み
額
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
３
億

８
６
４
７
万
２
２
２
６
円
を
見
込
ん
で
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
付

託
さ
れ
た
５
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

経
済
市
民
委
員
会

　
伊
勢
崎
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
審
査
に
お
い
て
、

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
市
内
対

象
店
舗
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
、
１
１
３
店
舗
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
証
明
書
の
交
付

時
間
は
、
午
前
６
時
30
分
か
ら
午
後
11
時
ま

で
可
能
で
あ
り
、
市
民
の
利
便
性
が
向
上
す

る
こ
と
や
、
本
庁
舎
に
お
け
る
証
明
発
行
窓

口
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
に
見
込
ま

れ
る
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
交

付
件
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
、
本
市
発
行
総
数
の
２
％
と
想
定
し
、
市

民
課
の
証
明
は
約
４
４
０
０
件
、
税
証
明
は

約
６
０
０
件
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
伊
勢
崎
市
地
域
改
善
対
策
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
は
、

審
査
に
お
い
て
、
橘
笹
霊
園
の
廃
止
理
由
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
の
霊
園
利
用
者
が
、
各
自
で
墓
を
建
立

さ
れ
、
平
成
25
年
か
ら
利
用
者
は
な
く
、
地

元
の
意
向
と
し
て
廃
止
、
取
り
壊
し
の
要
望

が
出
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
経
年
劣
化
に
よ

る
損
傷
も
激
し
い
こ
と
か
ら
、
廃
止
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
付

託
さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

建
設
水
道
委
員
会

　
平
成
28
年
度
伊
勢
崎
市
下
水
道
事
業
費
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
は
、

審
査
に
お
い
て
、
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
、
終
末
処
理
場
事
業
の
管

理
棟
耐
震
補
強
工
事
に
お
け
る
入
札
差
金
５

０
０
０
万
円
を
減
額
し
、
同
入
札
差
金
を
東

西
川
雨
水
幹
線
管
渠
工
事
へ
の
組
み
か
え
を

行
い
、
ま
た
汚
泥
消
化
タ
ン
ク
防
食
工
事
に

対
す
る
補
助
金
交
付
年
度
の
短
縮
に
よ
り
、

本
年
度
内
の
施
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

翌
年
度
へ
の
振
り
か
え
を
行
う
こ
と
な
ど
が

主
な
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
成
28
年
度
伊
勢
崎
市
特
定
地
域

生
活
排
水
処
理
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て
は
、
審
査
に
お
い
て
、

浄
化
槽
施
設
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
境
島
村
南
部
地
区
に

お
い
て
、
店
舗
併
用
住
宅
へ
21
人
槽
及
び
30

人
槽
の
浄
化
槽
を
そ
れ
ぞ
れ
１
基
ず
つ
設
置

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

審
査
に
お
い
て
、
（
伊
）
５－

４
５
５
号
線

の
変
更
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
、
東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
の

計
画
変
更
に
基
づ
く
線
形
の
変
更
及
び
伊
勢

崎
佐
波
医
師
会
の
敷
地
を
一
体
的
に
利
用
す

る
た
め
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
（
赤
）
２－

３
１
３

号
線
の
変
更
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
、
北
関
東
自
動
車
道
の
取
り
つ

け
道
路
の
築
造
に
よ
り
、
変
更
箇
所
は
道
路

と
し
て
の
機
能
を
ほ
ぼ
満
た
し
て
い
な
い
た

め
、
南
の
側
道
か
ら
北
の
上
武
国
道
ま
で
の

開
発
に
伴
い
、
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
付

託
さ
れ
た
５
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
に
世
界
遺
産
活
用
調
査
特
別
委

員
会
が
開
か
れ
、
史
跡
田
島
弥
平
旧
宅
の
整

備
基
本
計
画
に
基
づ
く
整
備
の
進
捗
状
況
及

び
現
地
来
訪
者
へ
の
説
明
の
充
実
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
少
子
高
齢
化
対
策
特
別
委
員

会
が
開
か
れ
、
保
育
行
政
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

平成28年度　各会計補正予算

一般会計（第１号）

介護保険
（第１号）

下水道事業費
（第１号）

特定地域生活排水処理事業費
（第１号）

73,900,000

15,712,168

3,616,678

23,645

1,115,186

493,249

11,280

8,952

75,015,186

16,205,417

3,627,958

32,597

特
別
会
計

（単位：千円）

区　　分 補正前の予算額 補正額 計

平成28年第４回定例会提出議案等の審議結果
市長提出議案

番　号 件　　　　　名 付託先 期　日 結　果

第85号 平成27年度伊勢崎市一般会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.30 認定（賛成多数）

第86号 平成27年度伊勢崎市小型自動車競走事業費特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.30 認定（賛成多数）

第87号 平成27年度伊勢崎市学校給食センター事業費特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 決算特別 9.30 認定（賛成多数）

第88号 平成27年度伊勢崎市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.30 認定（賛成多数）

第89号 平成27年度伊勢崎市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.30 認定（賛成多数）

第90号 平成27年度伊勢崎市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.30 認定（賛成多数）

第91号 平成27年度伊勢崎市下水道事業費特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.30 認定（全会一致）

第92号 平成27年度伊勢崎市農業集落排水事業費特別会計歳入歳出決算認定について 決算特別 9.30 認定（全会一致）

第93号 平成27年度伊勢崎市特定地域生活排水処理事業費特別会計歳入歳出決算認
定について 決算特別 9.30 認定（全会一致）

第94号 平成27年度伊勢崎市水道事業の決算認定について 決算特別 9.30 認定（全会一致）

第95号 平成27年度伊勢崎市病院事業の決算認定について 決算特別 9.30 認定（全会一致）

第96号 平成27年度伊勢崎市介護老人保健施設事業の決算認定について 決算特別 9.30 認定（全会一致）

第97号 平成27年度伊勢崎市訪問看護事業の決算認定について 決算特別 9.30 認定（全会一致）

第98号 伊勢崎市議会議員及び伊勢崎市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等
の公営に関する条例の一部を改正する条例案 総　　務 9.30 可決（全会一致）

第99号 伊勢崎市手数料条例の一部を改正する条例案 経済市民 9.30 可決（全会一致）

第100号 伊勢崎市印鑑条例の一部を改正する条例案 経済市民 9.30 可決（全会一致）

第101号 伊勢崎市地域改善対策施設条例の一部を改正する条例案 経済市民 9.30 可決（全会一致）

第102号 伊勢崎市ひとり親家庭等小学校入学準備金条例案 文教福祉 9.30 可決（全会一致）
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市長提出議案

議員提出議案

報　告

議員提出議案
　今回の定例会に提出された議員提出議案は意見書3件で、9月30日の本会議で可決しました。
　なお、意見書については、国の関係機関に送付し善処を要請しました。

地方財政の充実・強化を求める意見書
　地方自治体は、子育て支援、医療、介護などの社会保障、被災地の復興、環境対策、地域交通の維持など、果たす役割が拡大
する中で、人口減少対策を含む地方版総合戦略の策定、実行など、新たな政策課題に直面している。
　一方、地方公務員を初めとする人材が減少するために、新たなニーズへの対応が困難となっており、公共サービスを担う人材
確保を進めるとともに、これに見合う地方財政の確立を目指す必要がある。
　こうした状況のもと、社会保障と地方財政を対象とした歳出削減に向けた議論が加速している。特に、今年度から開始された
トップランナー方式の導入に当たっては、地方の行政コストの差が歳出削減努力以外の要素によるところが大きいことを考慮す
べきと考える。
　本来、必要な公共サービスを提供するため、サポートするのが行政の役割である。しかし、財政再建目標を達成するためだけに、
不可欠なサービスが削減されれば、国民生活と地域経済に疲弊をもたらすことは明らかである。
　このため、平成29年度の政府予算、地方財政の検討に当たっては、歳入、歳出を的確に見積もり、人的サービスとしての社
会保障予算の充実、地方財政の確立を目指すことが必要である。よって、本市議会は政府に対し、以下の事項の実現を求める。

記
１．社会保障、被災地復興、環境対策、地域交通対策、人口減対策など、増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これ
に見合う地方一般財源総額の確保を図ること。
２．子ども・子育て支援新制度、地域医療構想の策定、地域包括ケアシステム、生活困窮者自立支援、介護保険制度や国民健康
保険制度の見直しなど、急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保と地方財政措置を的確
に行うこと。
３．地方交付税におけるトップランナー方式については、算定や他の業務への導入の検討に際して、地方の行政コストの差は、
人口や地理的条件など、歳出削減努力以外の要素によるところが大きく、一律の行政コスト比較にはなじまないことに十分留
意すること。
４．地域間の税源偏在性の是正のため、地方偏在性の小さい所得税、消費税を対象に国税から地方税への税源移譲を行うなど、
抜本的な解決策の協議を進めること。
　　同時に、各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証した上で、代替財源の確保を初め、
財政運営に支障が生じることがないよう対応を図ること。

地方議会議員選挙における法定ビラの頒布についての意見書
　人口急減、超高齢化という我が国が直面する大きな課題に対し、国と地方が一丸となって取り組み、各地域がそれぞれの特徴
を生かした自律的で持続的な社会を創生できるよう取り組む地方創生の重要性がさらに叫ばれる中で、首長とともに地方自治体
における二元代表制の一翼を担う議会の役割が大きく問われている。地方創生の鍵となるのが、国からの押しつけではない、各
自治体の地域活性化につながる自立したさまざまな政策であるならば、その政策を首長とともに推進していく地方議会の選挙の
あり方を政策本位にしていくことが地方創生には欠かせない。地方議会選挙において選挙期間中に有権者に何も配れない、政策
を伝えられない現状はこの趣旨から大いに逸脱している。特に、18歳まで選挙権が拡大された今、未来を担う有権者に政策を
届けられないことは必ず改善されなければならない。
　よって、国及び政府に対し、自主自立の地方創生を地方議会から完遂していくため、下記の事項について強く要望する。

記
　公職選挙法第142条に規定する法定ビラの頒布を地方議会議員選挙においても認めるよう、公職選挙法の改正をすること。

台湾出身者の戸籍表記是正を求める意見書
　台湾出身者が日本人と結婚、あるいは帰化するなど、その身分に変動があった場合、戸籍における国籍や出生地は「台湾」では
なく「中国」もしくは「中国台湾省」と表記されている。伊勢崎市においても台湾出身者を「中国」と表記、手続の際に担当者が台湾
出身者に対して説明をし、一定の理解を求めている状況である。
　中国とは中華人民共和国のことであり、中国台湾省とは中華人民共和国の行政区を指す。しかし、台湾がこれまで一度たりと
も中華人民共和国に統治を受けた史実はなく、これは台湾出身者の尊厳、人権にかかわる重要な問題である。そもそも戸籍にお
いて台湾出身者を「中国」としたのは、東京オリンピックが開催された昭和39年６月19日付で出された「中華民国の国籍表示を
『中国』と記載することについて」という法務省民事局長通達が根拠となっている（参議院平成23年８月19日答弁書256号）。
　昭和47年、中国と日本の国交を樹立した際、中華民国（当時の台湾）と断交したものの、平成17年から日本と台湾との間で観
光客に対するビザ免除を恒久化、また平成19年には運転免許証の相互承認を行っているが、中国とはいまだ行われていない。
東京都は平成20年５月、台湾からの転入、転出の際の住民基本台帳の表記について、「現状に即さず、正確ではない」との判断
から「台湾」表記を認める通知を出している。
　平成24年７月、これまでの外国人登録証明書を廃止し、新たな在留カード制度に移行された際には、「国籍・地域」欄を設け、
台湾出身者は「中国」ではなく「台湾」と表記されている。同時に実施された外国人住民基本台帳においても台湾出身者の「国籍・
地域」は「台湾」と表記されるようになった。つまり、同じ法務省内の在留カードや外国人住民基本台帳と、戸籍の国籍欄の整合
性がとれていない。
　よって、下記の事項を実現するよう、日本政府に強く求める。

記
　戸籍の国籍欄及び出生地欄を「国籍・地域」と改め、台湾出身者を「中国」ではなく、「台湾」と表記するよう、早急に新たな民事
局長通達を出すこと。

番　号 件　　　　　名 期　日 結　果

第20号 和解及び損害賠償の額を定めることについての専決処分の報告について 9.2 報　　告

第21号 和解及び損害賠償の額を定めることについての専決処分の報告について 9.2 報　　告

第22号 市営住宅の管理上必要な訴え（和解を含む）の提起についての専決処分の報
告について 9.2 報　　告

第23号 平成27年度伊勢崎市土地開発基金運用状況について 9.2 報　　告

第24号 平成27年度伊勢崎市美術品等取得基金運用状況について 9.2 報　　告

第25号 平成27年度伊勢崎市健全化判断比率の報告について 9.2 報　　告

第26号 平成27年度伊勢崎市資金不足比率の報告について 9.2 報　　告

番　号 件　　　　　名 付託先 期　日 結　果

第103号 伊勢崎市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例案 文教福祉 9.30 可決（全会一致）

第104号 伊勢崎市こども発達支援センター条例の一部を改正する条例案 文教福祉 9.30 可決（全会一致）

第105号 伊勢崎市障害者センター条例案 文教福祉 9.30 可決（全会一致）

第106号 伊勢崎市工場立地法に基づく準則を定める条例の一部を改正する条例案 経済市民 9.30 可決（全会一致）

第107号 平成28年度伊勢崎市一般会計補正予算（第１号） 総　　務 9.30 可決（全会一致）

第108号 平成28年度伊勢崎市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教福祉 9.30 可決（全会一致）

第109号 平成28年度伊勢崎市下水道事業費特別会計補正予算（第１号） 建設水道 9.30 可決（全会一致）

第110号 平成28年度伊勢崎市特定地域生活排水処理事業費特別会計補正予算（第１号） 建設水道 9.30 可決（全会一致）

第111号 消防ポンプ自動車の取得について 総　　務 9.30 可決（全会一致）

第112号 高規格救急自動車の取得について 総　　務 9.30 可決（全会一致）

第113号 市道路線の廃止について 建設水道 9.30 可決（全会一致）

第114号 市道路線の認定について 建設水道 9.30 可決（全会一致）

第115号 市道路線の変更について 建設水道 9.30 可決（全会一致）

第116号 人権擁護委員候補者の推薦について　　原寛子氏（宮子町） 付託なし 9.30 決定（全会一致）

番　号 件　　　　　名 付託先 期　日 結　果

第5号 地方財政の充実・強化を求める意見書案 付託なし 9.30 可決（全会一致）

第6号 地方議会議員選挙における法定ビラの頒布についての意見書案 付託なし 9.30 可決（全会一致）

第7号 台湾出身者の戸籍表記是正を求める意見書案 付託なし 9.30 可決（賛成多数）
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議会を傍聴しましょう
　本会議は議場で、常任委員会（総務委員会、文教福
祉委員会、経済市民委員会、建設水道委員会）は委員
会室で行われ、開会は、午前10時からの予定です。
　なお、日程、時間等は変更になることがあります。

次回定例会日程表（予定）
土金木水火月日
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あずま幼稚園

●第４回定例会が開かれました
●平成27年度伊勢崎市一般会計歳入歳出決算認定
　についてなど35議案が可決されました
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